
愛知教育大学研究報告, 35 (芸術・保健体育・家政・技術科学編), pp.157~166, February, 1986

PassiveSmokingに対する小・中・高校生の

反応に関する研究

一林の数量化理論第Ⅱ類による解析一

村 松 常 司

(養護教育教室)

村 松 園 江

(東海学園女子短期大学)

高 橋 邦 郎

(藤村女子高等学校)

A Study on Reactions to PassiveSmoking among

School Children and Students

Tsuneji MURAMATSU

(Department of Health Science)

Sonoe MURAMATSU

(Department of PhysicalEducation, Faculty of

LiberalArts,Tokaigakuen Junior College)

Kunio TAKAHASHI

(Fujimura GirlsHigh School)

ABSTRACT

The author has studied the psychological and physiological reactions to passive smoking by

the questionnaire method. The survey was conducted on 4379 school children and students

from May through June, 1975 and from February through March, 1976.

The findings are as follows:

(1) Fifty-eight % of school children and students feel a dislike to passive smoking. They feel

less dislike passive smoking as they grow up. Girls dislike it more than boys. It is also

found that children with non-smoking parents dislike passive smoking more than those with

smoking parents.

(2) Seventy-eight % of elementary school children, 67% of junior high school students and

59% of senior high school students complain of passive smoking, referring to some kinds

of symptoms. The most common of them are coughing and sore throats, followed by eye

irritations and tears.

(3) The elementary school children and the girls tend to think their parents' smoking is not
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good from an emotional and health point of view. This tendency islesspronounced among

the high school students and boys. On the other hand, the latter,compared with the

former, have a strong tendency to think itis not good for monetary reasons.

I。緒言

喫煙が人間の健康に悪影響を及ぼしていることは今日までの多くの研究によって明らか

にされており,この影響はPassive Smoking (受動的喫煙)によって非喫煙者にも及んで

いることも報告されている。特に1981年にHirayamaやTrichopoulosらによってheavy

smokerの夫を持つ非喫煙者の主婦の肺ガン死の危険性についての報告がなされて以来,

PassiveSmoking は重大な健康影響に関係していることを示し,世界各地で禁煙運動が高

まりつつある。しかし,我が国においては欧米と比較すると積極的な喫煙対策はいまだ行

われていない。

平山によれば喫煙開始年齢が若いほど肺ガンやその他の疾病のリスクが大きいことも知

られており,青少年に喫煙習慣を身につけさせないようにすることは極めて重要となる。

ただし,喫煙習慣が一度身につくと禁煙は難しく,その点から見ても年少のうちにタバコ

に対する基本的な知識を教育することは重要な事項である。この喫煙・禁煙は保健行動の

一種であり,それぞれの人の信念がからんでいること,また,健康に対する価値観も個人

によってそれぞれ大きな違いがあることは田中の指摘する通りである。

そこで,本研究は小・中・高校生がPassive Smoking についてどのような価値認識を

抱いているかを中心に調査し,林の数量化理論第Ⅱ類により解析を試み,学校教育カリキ

ュラム編成の材料を得ることを目的とした。

Ⅱ。研究方法

1.調査対象ならびに方法

(1)本研究の対象

本研究の対象者は愛知県内のA市(大都市)およびB市(小都市)の2地域に居住する

小学生(5・6年生:男963名,女928名),中学生(1・2・3年生:男597名,女601

名),高校生(1・2・3年生:男756名,女534名)の4379名である。

なお,対象者を喫煙群と非喫煙群に分けて調査することが望ましかったが,今回の調査

校においては,児童・生徒の喫煙習慣に関する調査は不可能であったため,今回は全体と

しての集計,解析に止めた。

(2)調査票

小・中・高校生のPassive Smoking についての反応やPassive Smoking の状況下におい

て,いかなる症状を訴えているかを明らかにするために表1に示す調査票を作成した。調

査票はCameronの報告例を参考にし,日本人の特性に適合するよう修正して7項目と

した。

表1.タバコについてのアンケート

学年( )年 (男・女)

◎答は最も近いものを選んで○をつけて下さい。
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(1) あなたの近くで誰かがタバコを吸うのをどう感じますか。

1.何も感じない

2.感じが悪い

3.感じがよい

4.その他

(2)あなたの近くで誰かがタバコを吸っていると何か影響がありま

すか。

1.何もない 5.喉が痛くなる

2.眼が痛くなる 6,はきけがする

3.涙がでる 7.めまいがする

4.咳がでる 8.その他

(3)あなたのお父さんはタバコを吸いますか。

1.吸う 2.吸わない

(4)あなたのお母さんはタバコを吸いま十か。

1.吸う 2.吸わない

(5)タバコを吸うと身体に害があると思いますか。

1.ある 2.ない 3.わからない

(6)お父さんかお母さんがタバコを吸っている人だけ答えて下さい。

お父さんかお母さんがタバコを吸うのをどう思いますか。

1.良いと思う

2.健康を心配する

3.お金がかかるのを心配する

4.息とか衣服についたタバコの臭いがきらい

5.何も思わない

6.その他

(7)お父さんとお母さんがタバコを吸っていない人だけ答えて下さい。

お父さんとお母さんがタバコを吸っていないのをどう思いますか。

1.良いと思う

2.何も思わない

3.残念に思う

4.その他

(3)調査票の配布,回収の方法

小学生については各小学校の担任によって説明が行われ,ホームルームの時間にその場

で記人させ, 1891名から回答を得た。中・高校生については各学校の保健体育の授業時に

その場で記人させ,当日欠席した者を除き2488名から回収した。なお,回収時に性別不明

や記載もれが57例あった。 しかし,無記名のためこれらの追跡が困難で計数的に結果に大

きな影響を与えないと判断して今回の解析から除外した。

調査期間は中・高校生:昭和50年5月~6月,小学生:昭和51年2月~3月であった。

2.分析の方法

PassiveSmoking についての反応やPassive Smoking による症状をはじめとする各項目

について,性別,学年別,両親の喫煙習慣別に解析した。また, PassiveSmoking に対す

る反応を外的基準とし,学年/性,両親の喫煙習慣を説明変数として,林の数量化理論第

13-15)Ⅱ類によって解析し,各要因および要因の各項目のPassive Smoking についての反応に対

する寄与度を比較検討した。また,上述の要因によってPassive Smokingによる症状との

-
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関係をも検討した。

なお,調査結果の統計処理はノンパラメトリック検定によった。

ここで,林の数量化理論第Ⅱ類による解析を行うに当たり,以下に示すように分析対象

者を選定した。アンケ一卜回収者4379名のうち,①問1~問7のいすれかに無回答であ

る者,②問1,問2,問6,問7の「その他」に回答した者,③両親の喫煙習慣が明らか

でない者を除き, 3930名を解析の対象者とした。

Ⅲ。結果

1. PassiveSmokingに対する反応

学年とPassive Smoking にっいての反応との関係は表2に示す如くである。

「感じが悪い」と回答している割合は小学生が最も多く,以下,中学生,高校生と漸減

し,その割合は中・高校生より小学生の方が有意に高く,また,「感じが悪い」の割合は男

子より女子に多い(P<0.01)ことが認められた。両親の喫煙習慣別の比較では両親とも

非喫煙者である子供の「感じが悪い」が最も多く, PassiveSmoking に対して否定的で

ある(P<0.01)。

表2. PassiveSmoking に対する反応(%)

(P<0.01 , df = 1)

2. PassiveSmokingによる症状

PassiveSmoking による症状は表3・4に示す如くであり,学年別では小学生の訴えが

多く,性別では女子の訴えが多いことが認められた(P<0.01)。

また,表5に示す如く,症状の中では「咳が出る」,「喉が痛い」の呼吸器系の症状の訴

えが多く,続いて「眼が痛い」「涙が出る」などの感覚器系の症状の訴えが目立った。

PassiveSmoking の状況下で何の症状も訴えなかった者の割合は小学生,中学生,高校生

と学年が進むにつれて漸増している。

表3. PassiveSmokingによる症状(%)
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表4. Passive Smoking による症状(%)

(Pく0.01 , df = 1)

表5. Passive Smoking による症状(%)

3.親の喫煙についての反応

両親とも非喫煙者である家庭は21.4%と少なく,父親の75%,母親の10%は喫煙者

である。

親が喫煙することにっいての反応は表6に示す如くであり,約70%が「健康を心配す

る」と回答しており,「良いと思う」の割合はわすかである。しかし,親の健康を心配す

る割合は中・高校生へと学年が進むにっれて減少し,無関心の割合が増加している。

表6.親の喫煙にっいての反応(%)

4.親の非喫煙についての反応

親が喫煙しないことについての反応は表7に示す如くであり,約75%の者が「良いと

思う」と回答している。しかし,その肯定する割合も学年が進むにつれて漸減し,逆に

「何も思わない」の割合は漸増している。

-
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親の非喫煙についての反応(%)

5｡多変量解析を用いた各要因の影響に係わる分析

(1) Passive Smoking に対する反応と各要因との関係

林の数量化理論第Ⅱ類を用いた解析結果は表8に示す如くである。要因内のカテゴリー

に与えられた得点はプラス側ほどPassive Smoking に対して肯定的になるように設定され

ている。

PassiveSmoking の反応に対する各要因の寄与度を偏相関係数でみると,学年,性,両

親の喫煙習慣区分のいすれも余り大きく寄与していない。カテゴリーに与えられた得点を

比較してみると, PassiveSmoking に対しては小学生より中・高校生の方が,女子より男

子の方が,また,両親とも喫煙者である子供の方が肯定的である。

表8.数量化理論第II類による解析結果

(2)親の喫煙にっいての反応と各要因との関係

a)肯定の程度と各要因との関係

多変量解析の結果は図1に示す如くであり/プラス側ほど親の喫煙を肯定するように

設定されている。

小学生より中・高校生の方が,女子より男子の方が親の喫煙を肯定している。

-
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図1.親の喫煙についての肯定的反応

b)否定の程度と各要因との関係

結果は図2に示す如くであり,この場合はプラス側ほど親の喫煙を否定するように設定

されている。

健康理由ならびに情緒的理由をあげて親の喫煙を否定する程度は中・高校生より小学生

に,男子より女子に強く,また,経済的理由をあげて否定する程度は逆に小・中学生より

高校生に,女子より男子に強い。

図2.親の喫煙にっいての否定的反応
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図3.親の非喫煙についての反応 (3)親の非喫煙についての反応と各要因

との関係

結果は図3に示す如くであり,プラス側ほ

ど親の非喫煙を肯定するように設定されて

いる。

肯定の程度は中・高校生より小学生に,男

子より女子の方に強い。

従来行われてきた一般成人を対象とした

PassiveSmoking に関する調査では単に情緒的な反応に止まらす,男性で約30%,女性で

約70%が何らかの症状を訴えており,男女間に差が認められたが,実際にタバコ煙に曝

露させた実験的研究では男女間に差が認められなかった。また,今回の調査で,小学生の

77%,中学生の67%,高校生の59%が症状を訴えており,年長になればPassive Smokingに

よる自覚症状は減少するが,この曝露が長期に及ぶとWhiteらが指摘しているように慢

性的影響も心配される。

次いで,親の喫煙とその子供の疾病との関連についてみると, CoUey らが親に喫煙の

習慣かおる場合,その子供は生後1年以内に肺炎,気管支炎を起こす率が高く,両親とも

喫煙者である場合が最も高いと報告している。また, Cameronらも喫煙者のいる家庭の

子供は呼吸器の障害が多いと報告している。これはタバコ煙によって汚染された空気の中

で生活する場合,特に幼若であればその影響も大きいことを示している。今回対象とした

児童・生徒の父母のどちらか一方が喫煙している家庭は79%あった。すなわち,約8害ﾘの

子供達が家庭においてPassive Smoking を強いられていることを意味している。
12)22)

Cameronは7~15歳の生徒の大部分がタバコ煙にさらされることを嫌い,年長者より

も年少者の方が嫌っていることを明らかにしており,本調査においても年少者の方が

PassiveSmoking に対して否定的であることが認められた。また, PassiveSmoking に対

する反応を性別に比較すると,男子より女子の方が否定的であることが明らかとなった。

このPassive Smoking の反応における性差,すなわち,女性より男性の方が肯定的であ

る理由については,今のところ,日本においては成人男性の約66%が喫煙していることや

男性の喫煙に対しては肯定的,女性の喫煙に対しては否定的であるという社会的な一般通

念に影響されているということが考えられる。

両親の喫煙習慣が子供の喫煙習慣形成に影響を及ぼすことはHornらやSalberらの報

告からも明らかであるが,本調査においてはどちらか一方の親が喫煙している子供は

PassiveSmoking に対して肯定的であり,両親とも吸わない子供は否定的であることが明

らかとなった。この両親の喫煙習慣の有無によってPassive Smoking に対する反応が異な

ることはすでに小学生において認められており,親が喫煙している子供たちは受容的であ

ることから,喫煙防止教育は小学生の段階から家族ぐるみで開始しなければならないこと

が伺われた。

保健行動は人の一生を通じ,将来の健康事象に対応するための長期的展望に立って教育

されねばならす,この点を考慮して喫煙防止教育を行う必要があり,この点から考えると
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スウェーデンの25ヶ年の計画(生まれた時から子供達を喫煙者のいない環境で育てる試

み)は優れているといえる。最近,教師の喫煙も学童に強く影響しているとして,イギリ
28)

ス王立内科学会は「教師は学校内にいる間は喫煙すべきでない」と忠告している。

「親がタバコを吸っている」ことに関しては小学生の77%が「健康を心配する」と回答し

ており,また,[親がタバコを吸わない]ことに関しては小学生のほとんどが望ましく思

っているが,こうした意識も年齢が長するに従って減少するので,喫煙防止教育の

CriticalPeriod (臨界期)は小学生の段階であると考えられる。今後,我が国でも喫煙を

是認しない社会環境をつくりその中で子供達を育てることが必要であろう。

V。結論

愛知県内のA市およびB市において, 1975年5月~6月, 1976年2月~3月の2回に渡

り, 4379名の小・中・高校生を対象にして,質問紙により, PassiveSmoking に対する反

応を調査し,その特徴,関与する諸要因,両親の喫煙習慣との関係について検討を行った

結果,以下のような知見が得られた。

1)児童・生徒のPassive Smoking に対する否定的な回答(感じが悪い)は小学生(66

%)が最も高く,以下中学生(55%),高校生(48%)と漸減している。また, Passive

Smokingに対しては男子より女子の方が否定的に反応しており,両親とも非喫煙者であ

る子供の方がより否定的反応を示した。

2) PassiveSmoking の状況下では小学生の78%,中学生の67%,高校生の59%が何ら

かの症状を訴えており,症状の中では「咳が出る」「喉が痛い」などの呼吸器系の症状の

訴えが多く,その他ではF眼が痛い」「涙が出る」などの感覚器系の刺激的症状の訴えが

目立った。

3)親が喫煙することに関しては児童・生徒の大多数は健康理由をあげて否定的に回答

しているが,その傾向も年齢が長するに従って低下する。情緒的理由をあげて親の喫煙を

否定する傾向は小学生および女子に強く表れており,また,経済的理由をあげて親の喫煙

を否定する傾向は高校生および男子に強く表れている。
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